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参考資料　 2

盧　第918条　ボーリング調査・・・保孔管

保孔管にストレーナー加工する場合の例

盪　第919条　ボーリング調査・・・作業日報

ボーリング調査の作業日報は、下記を参考とする。
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調査名 施　主 

調査地名　　　　  県　　　　  
市
郡　　　　  

町
村
大
字　　　　  字 請負者 

23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10  9  8 7 6 5 4 3 2 1
 

標

尺

各

種

試

験

結

果

 

標
準
貫
入
試
験
貫
入
深
Ｎ 

す
べ
り
面
測
定
器
位
置 

土
質
試
料
採
取
位
置 

掘

進

圧

 

送

水

量

 

コ

ア

ー

採

取

率

 

コ

ア

ー

長

 

ス
ト
レ
ー
ナ
ー
の
有
無 

ケ

ー

シ

ン

グ

 

孔

径

漏

水

・

湧

水

量

 

孔

内

水

位

 

　
　
　
　
　
　
掘
削
状
況 

記
　
　
　
事
　
地
質
土
質 

　
　
　
　
　
　
所
　
　
見 

色

調

硬

軟

分

類

地

質

記

号

 

層

厚

深

度

・

標

高
 

標

尺

月

日

地 名 番 号  

標 高  

方 向 角 度  

掘 削 期 間  

総 掘 進 長  

日平均掘進長 

総 コ ア ー 長  

平均コアー採取量 

最 終 水 位  

水位計設置有無  

揚 水 試 験 有 無  

各種施工検層名  

土 質 試 験 有 無  

標準貫入試験有無 

地質判定責任者  

機 械 操 作 者  

使 用 機 種  

 

ｍ 

 

 

ｍ 

ｍ 

ｍ 

％ 

ｍ 

蘯　第921条　ボーリング調査・・・結果の整理

地質調査ボーリングの結果は、次に示す様式に整理すること。

記入要領　３：　５：00 ……深度

（ 123：50）……標高
のように記入する。

10：毎日作業開始前の孔内水位をそのときの掘削深度の位置に数字で－8.00の

ように記入する。

11：湧水は10褄／褥↓、湧水は10褄／褥↑のように記入する。

16：毎回の掘進長で毎回のコアー長を除した百分率。

19：使用シンウォールチューブの孔径、試料採取長をその深度位置に記入する。



盻　第945条　地温探査・・・成果品

成果品の記載については、下記を参考とする。
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測 定 野 帖  

測点間隔： 

使用器名： 

調 査 地 名： 

調査年月日： 

 

No.

測点No.

測 温 体 No. 

Ｔ－１ 

Ｔ－２ 

Ｔ－３ 

： 

： 

補 正 値  

－0.01 

＋0.02 

－0.04 

： 

： 

測 温 体 No. 

Ｔ－６ 

Ｔ－７ 

Ｔ－８ 

： 

： 

補 正 値  

 

＋0.06 

－0.03 

： 

： 

測温体No. 

　： 

　： 

　： 

埋設時間 読み取り時間 地　温 地　況 孔内水 そ の 他

測定値に対する各種の補正 

　①　測温体による補正 

月 日  

 

10月15日 

 

・ 

・ 

・ 

時 刻  

９：08 

12：08 

17：08 

・ 

・ 

・ 

θ1＝１，θave 
 

18.29 
18.24 

18.19 
18.20 

18.21 
 

・ 
・ 

・ 
・ 

・ 

△ β  
 
 

－0.06 
 

－0.02 
 
 
 
・ 
 
・ 

 

　②　月・日変化の補正 

（△β：補正値） 
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③　地況の補正 

地況別　１m深　地温出現頻度 

１m深地温　地況別統計処理表 

現場名　内山　　　　　61年10月15日～10月16日 

地温 

℃ Ａ Ｂ Ｂ′ Ｃ Ｃ′ Ｄ Ｅ Ｆ Ｆ′ 

0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0

　…１２ 
１２～１３ 
１３～１４ 
１４～１５ 
１５～１６ 
１６～１７ 
１７～１８ 
１８～１９ 
１９～２０ 
２０～２１ 
２１～２２ 
２２～２３ 
２３～２４ 
２４～２５ 
２５～２６ 
２７…　 

0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0

0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0

0 
0 
0 
0 
0 
16 
129 
47 
6 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0

0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0

0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0

0 
0 
0 
0 
3 
16 
22 
10 
1 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0

0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0

0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0

0 
0 
0 
0 
3 
32 
151 
57 
7 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0

0合　計 0 0 198 0 0 52 0 0 250

地 況  
計 

Ａ……Ａ：裸地（家の庭・荒地等） 

Ｂ……Ｂ：車の通る道 

　……Ｂ′：山道・車の通らない道・小径 

Ｃ……Ｃ：水田・田の畦 

　……Ｃ′：湿地 

Ｄ……Ｄ：畑 

Ｅ……Ｅ：草地 

Ｆ……Ｆ：林地（密生し、日当り不良） 

　……Ｆ′：林地（低木・藪・日当り比較的良好） 

（γ′：補正値） 

地 況  

Ｃ  

Ｅ  

Ａｖｅ．Ｔｏｔａｌ 

Ｎ 

℃ 

198 

52

250

θｍａｘ 

℃ 

19.81 

19.25

19.81

θｍｉｎ 

℃ 

16.02 

15.74

15.74

θｒａｎｇｅ 

℃ 

3.79 

3.51

4.07

θａｖｅ 

℃ 

17.72 

17.31

17.64

γ′ 

℃ 

－0.09 

0.33
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測 定 値 補 正 処 理 表  

現場名 年　　月　　日～　　月　　日 

測 点  測温体 No. 読 取 値  測温体補正 経年補正 地 況  地況補正 

0

11

13

14

16

18

13

15

17

10

12
12

14

Ｗ－９ Ｗ－10

1973.8.8

1973.9.4

1973.10.17

1974.5.26

1974.6.28

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17

３ｍ 
measurlng  points

θ
ｚ
＝
１
℃
 

θｚ＝１－ｙ図
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眈　第946～949条　温度検層

（温度検層参考資料） 

モ

デ

ル

図

 

原

図

 目

的

 

測
定
解
析
か
ら
求
め
ら
れ
る
も
の 

注
意
事
項
そ
の
他 

全国標準積算資料（土質調査・地質調査）昭和61年度歩掛版より引用 

（社団法人　全国地質調査業協会連合会　出版） 

ボーリング孔内に感温体のついたプロープを降下または上昇させて所定深度

の孔内水温測定する。 

孔内水温分布は、平衡状態での下では地層の熱伝道に基く地温勾配を示す。

地下水、温泉の孔内への流入、孔内からの流出があると強制対流によって温度

分布に変化を与えるのでその箇所を検出することができる。 

●地下水の湧水箇所推定 

●岩盤裂か、滞水層の判定 

●温泉湧水箇所、湧出温度の調査 

・孔内水温分布、地温勾配 

・地下水流入、流出箇所の検出 

・温泉湧出箇所、湧出温度 

●ボーリング孔内の微小な水温変化を知る必要があるので、感温部の応答時間

を十分満足させる測定時間とすること。 

●孔内水温は掘さく中の循環水により、攪拌されていて地温と平衡状態にない

ので、掘さく終了後一定時間経過後測定することが望ましい。 

●ケーシング挿入区間の測温はあまり意味がなく、また孔内水位より上部は測

定しない。 

測 定 法  温 度 検 層  

感温体 

温度測定器 

記　録　器 
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眇　第806条　第 3 項　簡易揚水試験・・・試　験

試験の方法は、図－１～図－２を参考とする。

眄　第976条　簡易揚水試験・・・結果の整理

図－１ 図－２ 
揚水前の水位 揚水中の水位 

ケーシングパイプ 

3.0m 試験区間 3.0m 3.0m
4.0m

参考図表 

No.１ボーリング孔（ 9 ～12㎝）揚水試験測定値 
揚水量（ポンプ又はベーラ） 

水 位 回 復  水 位 回 復 曲 線  

試験開始水位（地表面から）　　　　　2.5m 

揚　水　量　　　　　　　　　　　　　2.4褄／褥 

平衡水位（地表面から）　　　　　　　8.0m

経過時間（褥） 

０～５ 

 

　～40

ある時間内全揚水量（褄） 

12.0

揚 水 量（褄／褥） 

… 

… 

… 

… 

… 

… 

… 

… 

… 

… 2.4

… 

経過時間 
（褞） 

回 復 水 位  
（地表面から）㎝ 

０ 

５ 

 

 

 

 

４８００ 

８００ 

７９０ 

 

 

 

 

２９０ 

８００ 

７００ 

６００ 

５００ 

４００ 

３００ 

２００ 

（㎝） 

６０ １２０ １８０ ……………………………………４８００ 
（褞） 

経過時間 

地
表
面
よ
り
の
水
位
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眩　地すべり防止工法の検討

参考表　地すべりの型と対策工法一覧表 

主 な 原 因  地すべりの型 

岩盤地すべり  

風化岩地すべり 

崩積土地すべり 

粘質地すべり  

岩盤地すべり  

風化岩地すべり 

崩積土地すべり 

粘質地すべり  

崩積土地すべり 

粘質地すべり  

自
然
誘
因 

人

為

的

誘

因

 

切 土 工  

降水、融雪、 
浸透、地下水 
の増加、河川 
の浸食　　　 

盛 土 工  

Ａ  Ｂ  Ｃ  Ｄ  Ｅ  Ｆ  Ｇ  Ｈ  Ｉ  Ｊ  

◯  

◎  

◎  

◎  

△  

△  

◯  

◎  

△  

△  

△  

△  

◯  

◎  

△  

△  

◯  

◯  

◯  

◯  

◯  

△  

△  

△  

△  

△  

△  

△  

◎  

◎  

◎  

△  

△  

△  

◎  

◎  

◎  

◎  

◎  

◎  

◯  

◯  

◯  

◯  

◯  

◯  

◎  

◎  

◎  

◯  

◎  

◯  

◯  

◯  

◯  

△  

◎  

◯  

◯  

◯  

△  

△  

◯  

△  

△  

△  

◯  

◎  

◎  

◎  

◎  

◯  

△  

△  

△  

◯  

◎  

◎  

◯  

△  

◯  

◯  

◎  

◎  

◯  

◯  

◎  

◎  

◎  

◎  

◯  

△  

◎  

◎  

◯  

△  

◯  

◯  

△  

△  

対 策 工 法  

（注）　　　◎：最もよく用いられる工法 

　　　　　　◯：たびたび用いられる工法 

　　　　　　△：あまり用いられない工法 

摘　要　　　Ａ：地表水排除工（地表面被覆工、水路工） 

　　　　　　Ｂ：暗 渠 工  

　　　　　　Ｃ：地下水排除工（横ボーリング工、集水井工） 

　　　　　　Ｄ：地下水遮断工 

　　　　　　Ｅ：排土工、段切り（のり面保護工を含む） 

　　　　　　Ｆ：押さえ盛土工（擁壁工、枠工を含む） 

　　　　　　Ｇ：河川構造物（堰堤工、床固工等） 

　　　　　　Ｈ：く い 工 

　　　　　　Ｉ：シャフト工 

　　　　　　Ｊ：アンカー工 
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眤　土質及び岩石等の表示記号

付表　土及び岩石等の表示記号

１．土の表示記号

土の表示記号は下記を標準とする。

分 類 名  分 類 名  文 字  文 字  

粘 土  

粘 土 質  

粘 土 混 り  

シ ル ト  

シ ル ト 質  

シ ル ト 混 り  

砂 

砂 質  

砂 混 り  

礫 

礫 混 り  

凝 灰 質  

高 有 機 質 土  

表 土  

ベントナイト化 

崩 積 土  

Ｃ 

 

 

Ｍ 

 

 

Ｓ 

 

Ｇ 

 

 

Ｐｔ 

記 号  記 号  
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２．岩石の表示記号

盧　記　号

岩石の表示記号は下記を標準とする。

盪　着　色

①　古い地層の着色は濃く、新しい地層の着色は順次淡くする。

②　隣接する地層系統の着色は互に近似のものを用いるが、互に混同しないようにする。

③　中生代及び第三紀層の着色は太陽スペクトルの原色を用い、古生代の地層の着色は混合

色を用いる。

④　着色はできる限り岩層の性質を表現するようにする。火成岩の着色には濃色を用い、酸

性岩には紅色、塩基性岩は紫または緑色を用いる。

分 類 名  分 類 名  文 字  文 字  

集 塊 岩  

石 灰 岩  

珪 岩  

頁 岩  

砂 岩  

安 山 岩  

輝 緑 岩  

斑 レ イ 岩  

橄 ラ ン 岩  

蛇 紋 岩  

片 麻 岩  

結 晶 片 岩  

石 英 粗 面 岩  

礫 岩  

角 礫 岩  

泥 岩  

砂 質 頁 岩  

凝 灰 岩  

玄 武 岩  

閃 緑 岩  

花 崗 岩  

　 岩  

接触変成岩類  

千 枚 岩  

粘 板 岩  

石 英 斑 岩  

Ａｇ 

Ｌｓ 

Ｑｔ 

Ｓｈ 

Ｓｓ 

Ａｎ 

Ｄｂ 

Ｇｂ 

Ｐｒ 

Ｓｐ 

Ｇｎ 

Ｓｃ 

Ｌｐ 

Ｃｇ 

Ｂｃ 

Ｍｓ 

ｓ・Ｓｈ 

Ｔｆ 

Ｂｓ 

Ｄｒ 

Ｇｒ 

Ｐｆ 

Ｃｍ 

Ｐｈ 

Ｓｌ 

Ｇｐ 

記 号  記 号  
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蘯　地質地代による岩石の文字記号

盻　地質記号

地質構造の記号は下記を標準とする。

名 称  名 称  

Ｑ 

Ｑｐ 

Ｔｍ 

ＰｒＴ 

Ｋ 

Ｒ 

Ｐ 

Ｑａ 

Ｔ 

Ｔｅ 

Ｍｚ 

Ｊ 

Ｐｚ 

Ｃ 

記 号  記 号  

第 四 紀  

第 四 紀 更 新 紀  

第 三 紀 中 新 紀  

先 第 三 紀  

白 亜 紀  

三 畳 紀  

二 畳 紀  

第 四 紀 沖 積 紀  

第 三 紀  

第 三 紀 始 新 生  

中 生 代  

ジ ュ ラ 羅 紀  

古 生 代  

石 炭 紀  

名 称  名 称  記 号  記 号  

走 向 ・ 傾 斜  

断 層  

推 定 断 層  

傾 斜 不 定  

直 立 層  

背 斜 軸  

向 斜 軸  

試 堀 堅 坑  

ト レ ン チ  

石 切 場  

自 噴 井  

旧 坑 （ 鉱 山 ）  

化 石 産 地  

植 物 化 石  

造岩石の種類の境界 

断 層 破 砕 帯 

逆 転 地 層 

水 平 層 

盆 状 構 造 

ド ー ム 状 構 造 

斜 坑 

横 坑 

崩 壊 地 

湧 水 

井 戸 

鉱 山 

動 物 化 石 


